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 近
代

美
術 ※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と

　植物油インキを使用しています。

　
南
風
原
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
平
和
学
習
交
流
事
業
」
に
、
６

年
生
の
息
子
が
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
も
息
子
を
通
し
て
平
和

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
事
業
の
内
容
は
、
町
内
の
小
学

６
年
生
８
名
が
参
加
し
、
戦
争
・

平
和
・
差
別
・
人
権
を
柱
に
、
学

び
と
交
流
を
重
ね
る
取
り
組
み
で

す
。
事
前
学
習
や
県
内
研
修
に
加

え
、
県
外
研
修
で
は
広
島
の
原
爆

資
料
館
や
京
都
の
ウ
ト
ロ
平
和
祈

念
館
な
ど
を
訪
ね
、
歴
史
の
事
実

に
向
き
合
い
、
平
和
に
つ
い
て
学

ん
だ
そ
う
で
す
。

　
学
び
の
成
果
は
報
告
会
と
し

て
、
戦
後
80
年
平
和
事
業
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
児
童
に
よ
る
発

表
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
率
直

に
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
た
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
報
告
会
の
後
に
は
、
平
和
劇
の

公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
公
演
は
戦

争
を
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る
深
い

内
容
で
、
次
の
世
代
へ
「
語
り
継

ぐ
力
」
を
育
む
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
平
和

教
育
事
業
は
、
大
変
意
義
深
い
も

の
だ
と
感
じ
た
と
同
時
に
、
今
後

も
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
で
き

る
町
と
し
て
も
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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題字・イラスト：高校２年　神里　叶人さん

今年のまちづくり259億円
給食センターの今
13人が一般質問

かなと 連絡先：議会事務局 TEL.889-3097 FAX.889-4499 
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。ご意見・ご要望なども広く募集しています。　はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

表紙の題字・写真をお寄せください表紙の題字・写真をお寄せください

令和７年10月12日　学習発表の様子

平
和
教
育
の

　
　意
義
を
学
ぶ

教
育
委
員

　松
本
　美
奈
子

広島　原爆ドーム

 

「
は
え
ば
る
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

今
号
で
は
、令
和
８
年
度
予
算

を
中
心
に
、
子
育
て
や
教
育
、

福
祉
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、

暮
ら
し
に
身
近
な
施
策
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
委

員
会
審
査
や
現
場
調
査
、
議
員

の
一
般
質
問
な
ど
を
通
し
て
、

議
会
の
役
割
と
町
政
の
動
き
を

分
か
り
や
す
く
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
号
の
テ
ー
マ

は
「
地
域
づ
く
り
」
で
す
。
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い

る
方
々
の
声
を
聞
い
て
生
き
生

き
し
た
南
風
原
町
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
新
教
育
長

が
任
命
さ
れ
、
４
月
の
町
長
選

挙
で
は
新
し
い
町
長
が
誕
生
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
は
今
後

の
町
政
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
本

誌
が
、
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
意
見

や
ご
感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
担
当
／
大
城
重
太
）

集
室
よ
り

編

議員との意見交換会
受付中

暮らしに身近な予算
みんなのお金の使い道

黒糖づくりで三世代交流 (宮城)
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令
和
8
年
度
予
算

令
和
8
年
度
予
算

3 2

みんなのお金の使いみちみんなのお金の使いみち暮らしに身近な予算暮らしに身近な予算

下水道事業会計
11億3013万円事業費

こども家庭センター
庁舎２階に８月開設予定

学童クラブ
補助金

5億246万円事業費
学童クラブは、令和８年４月より３増の
31クラブとなり、入所定数は1,193人です。
令和８年３月時点の待機児童数は以下のとお
りです。
南風原小校区　16名
北丘小校区　　20名
津嘉山小校区　16名
翔南小校区　　  7名
　　　　　合計59名

令和８年度令和８年度
注目事業を注目事業を
ピックアップピックアップ

・利用者の多くが月額制会員であり一部の利用者に利用
　の偏りがある。
・町内が比較的コンパクトで生活利便施設が町内に集約
　されているため公共交通需要が想定より広がっていな
　い可能性があること。
・財政面において町の負担が継続的に生じること。

令和８年度は委託費が大幅に増
加しており、その主な要因は以
下のとおりです。
・内水浸水想定区域図の作成
・雨水管理総合計画の策定
・事業計画の見直し
・汚水処理構想の見直し
・管路の老朽化対策としての
　調査業務

収益率を50％以上まで高めたい。実証実験の結果を基に、
令和9年度以降の本格運行の可否について判断します。

mobi 運行業務委託料
2706万円（令和8年度）事業費

令和８年度以降

令和７年度実績 課 題

企業会計

総事業費
収益率
運賃収入
町の負担額
補助金

2709万円
19%

507万円
562万円
1640万円

学童クラブに
ついてはこちらから

こども家庭センターは妊産婦や子育て家庭への相談支援を行い、早期から継続的な支援を実施し
ます。児童福祉部門と母子保健部門の窓口の統合で、地域福祉関係も庁舎２階に集約することか
ら連携もしやすくなります。

　令和８年度から、農業集落排水施設
の再整備が予定されていると聞きまし
た。神里区においては、これまでこの

下水道接続に各世帯が協力し、またその処理水が
農業用水として再利用され、農家にとってはとて
も助かっています。
　一方で水利組合では離農者も出て、会員は減少
傾向にあります。行政にはもっと農業の現状を打
破するような政策（地産地消や学校給食）ぜひ進
めてほしい。老朽化した畑かんの再整備など、新
たな基盤整備、今後もおねがいしたいです。

神里水利組合長　上原幸雄さん

　

もう少し便利に
過ごしたい

　新川公民館で毎週火曜日の
子育てサロンでお手伝いを始
めた平成18年の子が3月に大

学を卒業、就職の報告に来た時は嬉し
かった。区民食堂のお手伝いも皆さんと
一緒で楽しく、介助が必要な夫は私の外
出に協力してくれ、ありがたいです。
　周辺にスーパーがなく、買い物等での
外出にタクシーも呼びにくく苦労してお
り、もう少し便利に過ごしたいです。

兼城在住　玉城和子さん 農業の現状を
打破する政策を

妊婦歯科健康診査委託料

令和８年度よりすべての妊婦を対象に妊婦歯科健診が実施されます。

　昔遊びや、絵本をよんでみよ
う！など、地域とこども達をつな
ぐ活動をしています。親同士や高

齢者、地域の方々と子ども達が「顔見知り」に
なることが地域づくりのスタートだと思いま
す。
　最近はＰＴＡも自治会も、子ども達も忙し
くて、なかなか集まりません。また青年会や
女性会、老人会までもが成り手不足で大変と
聞きます。行政には学童や放課後の居場所も
大事ですが、まずは「地域の公民館をたくさ
ん使う！」そんな地域づくりも考えてほしい
です。

　

見守り開始から
6年目

　毎週月曜の7～8時に新川階段
上で子ども達の登校見守り開始か
ら6年目。

　登校をグズり保護者を困らせた低学年生
や、挨拶を返せなかった子たちの成長した
姿、たまに休むと翌週に声をかけてくれる子
たちに触れると励みになります。
　暑さ寒さはさして気にならないが、夜中、
階段にたむろする者達がゴミを散らかすの
で、子どもたちに見せたくない為、7時前に
はゴミ拾いもします。
　階段の足元灯がずっと割れたままなので、
自治会経由で役場と警察に対処して欲しいで
すね。

新川在住　宮里正和さん

地域とこども達を
つなぐ活動を      

町民
インタビュー

町民
インタビュー

町民
インタビュー

町民
インタビュー

南風原あそびの城　赤嶺あけみさん

105万円事業費
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令
和
8
年
度

　一
般
会
計
予
算

令
和
8
年
度

　予
算

50億 100億 150億 190億0

50億 100億 150億 190億0

    歳入・歳出の推移グラフと表でみる 今年のまちづくり今年のまちづくり 256259億円億円
第５次南風原町総合計画　後期基本計画各施策の推進

３月
定例会

３月３日（火）から３月2６日（木）まで２４日間の会期で開かれました。
令和8年度予算を中心に審議し、一般会計においては１件留意事項が付され、
５会計及び全ての議案を可決しました。
一般質問は３日間にわたり１３名の議員が質問を行いました。

「ともにつくる黄金南風の平和郷」を目指す予算編成
令和8年度は、物価高騰の影響が及ぶ中、町民生活に直結する子育て支援や福祉サービス、
教育環境の充実を最優先としつつも、まちづくりの推進やスポーツ振興、産業支援、災害
対策など幅広く配分した予算となっています。

新たな業務委託については、今後丁寧な説明と慎重な検討をされたい。
※詳細はP7に記載しています。

計
会
別
特

192億4200万円
43億3672万円
5億1679万円
4億9666万円

10億6813万円
256億6030万円

1億8900万円
7922万円
5934万円
6458万円
6200万円

2億9570万円

1.0%
1.8%

11.5%
13.0%
5.8%
1.2%

会計

合計

令和7年度 増減額 増減率
一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療事業
土 地 区 画 整 理 事 業
下水道事業（企業会計）

194億3100万円
42億5750万円
5億7613万円
5億6124万円

11億3013万円
259億5600万円

令和8年度

令和8年度の当初予算総額は…
259億5600万円（町民一人あたり62万5000円）

令和8年度沖縄振興特別推進交付金
（一括交付金）の交付額は…
4億1100万円

令和8年度の町債・企業債（借金）は…
合計 5億457万円（町民一人あたり１万2000円）
一般会計……………2億5330万円
土地区画整理事業…1080万円
下水道事業…………2億4047万円
※人口４万1471人（令和8年2月末現在）

令和8年度　いま、町の財政は？
一般会計＋特別会計＋企業会計

一般会計
予算書

特別会計等
予算書

総合計画とは？
町政のめざす方向を明らかに
し、町政を運営するための最
上位の計画です。

一般会計とは？
福祉や教育、道路や公園の整備など行政
サービスや運営の基本的な予算です。

特別会計とは？
特定の収入をもって特定の支出に充てるも
の。例えば国民健康保険の保険税は、国保の
運営に充てています。

一般会計予算194億円・特別会計・企業会計　総額259億円
■ 繰入金 ■ 寄付金 ■その他① ■ 町債（借入金） ■その他② 

（地方消費税交付金、地方譲与税等）

2026

2025

7.3億 8億

11億

2.5億

8.4億 3.5億

5.5億

国庫支出金国庫支出金町税 県支出金県支出金地方交付税地方交付税
4億

53億 47億 28億 31億 14億

49億 46億 28億 28億 13億

町税4億円の増、県支出金3億円の増ポイント

個人番号カード窓口等　業務委託留意事項

町　　　税：みなさまからの税金
繰　入　金：町の貯金を下ろして使うお金
寄　付　金：ふるさと寄付金など
国・県支出金：使う目的が決まっている国や

県からの補助金
地方交付税：自治体運営の均衡を保つため

国から配分されるお金
町　　　債：町の借金

トレンド

トレンド

2022 2023 2024 2025
43億
2.2億

4億
9.1億
33億
25億
6.3億
24億
10億

46億
3.2億
4.5億
9.4億
31億
25億
2.8億
24億
12億

47億
5.8億
5.5億
8.9億
37億
26億
6.6億
26億
11億

49億
8.4億
5.5億
11億
46億
28億
3.5億
28億
13億

53億
7.3億

4億
8億

47億
28億
2.5億
31億
14億

2020 2021 2022 2023
99.40% 99.50% 99.50% 99.50% 99.60%

その他①は分担金及び負担金、使用料手数料等。その他②は地方消費税交付金、地方譲与税等。

項目
町 税
繰 入 金
寄 付 金
そ の 他 ①
国 庫 支 出 金
地 方 交 付 税
町債（借入金）
県 支 出 金
そ の 他 ②

町 税 収 納 率

歳出歳出 民生費3億円の増、教育費2億円の増ポイント

トレンド項目
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他

歳入歳入

1.1億
15億
79億
12億
0.8億

1億
9.8億
5.2億
23億
11億
0.6億

1.7億
16億
78億
12億
0.9億
1.4億
11億
5.5億
20億
10億
0.7億

1.4億
18億
85億
13億
1.1億
1.3億
15億
7.9億
22億
10億
0.8億

1.2億
21億
99億
13億
1億

2.5億
12億
7.5億
24億
10億
0.8億

1.3億
19億

102億
13億
1億

1.2億
14億
5.9億
26億
10億
0.9億

2022 2023 2024 2025

19億 102億 13億 10億26億14億
1.3億 1.2億

民生費総務費 衛生費衛生費 教育費教育費 公債費公債費

■ 議会費 ■ 農林水産業費 ■ 商工費 ■ 土木費 ■ 消防費 ■ その他

2026

2025

5.9億1億 0.9億

21億 99億 13億 10億24億12億
2.5億1.2億 7.5億1 億 0.8億

総務費：職員人事や役場全体の管理
民生費：お年寄りや児童の福祉
衛生費：ごみ処理や予防接種
商工費：商工業や観光振興
土木費：道路や河川、公園の整備
消防費：東部消防への負担金
教育費：幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公債費：借金（町債）の返済

2026

2026

2024
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト
・
留
意
事
項

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

町道143号線　現在の様子

津嘉山公園

多目的広場

ﾌｯﾄﾈｽ器具

遊具広場

管理棟

ウェ
ルカ
ムプ
ラザ

駐車場－1 24台

10台

シンボル

プラザ

駐車場－2

令和8年中頃
供用開始予定

■津嘉山公園図面

第
６
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

住
民
参
加
を
伴
う
、
町
の
大
き
な
計
画

で
す
の
で
、
前
回
の
第
５
次
総
合
計
画
と
の

違
い
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

住
民
参
加
を
公
募
方
式
か
ら
参
加
型
の

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
変
更
し
、
各

分
野
別
に
広
く
意
見
を
聞
く
方
法
に
変
更
し

ま
し
た
。

　
ま
た
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
第
５

次
ま
で
全
分
野
で
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
が
、
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
基
本
計

画
で
は
重
点
施
策
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

10
年
の
行
政
運
営
の
最
上
位
計
画
で
、

議
会
で
も
特
別
委
員
会
を
設
置
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
比
較
検
証
が
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
お
願
い
し
た
い
。

比
較
検
証
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

商
品
展
開
力
強
化
支
援
事
業
の
展
開
は

商
品
展
開
力
強
化
支
援
事
業
を
強
化
し

て
展
開
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

本
事
業
は
、
町
内
事
業
者
の
商
品
力
向

上
及
び
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
バ
イ
ヤ
ー
と
連
携
し
た
商
品
開
発

や
既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
販
路

開
拓
支
援
を
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
商
品
は
、
か
す
り
や
か
ぼ
ち

ゃ
な
ど
が
候
補
と
し
て
想
定
さ
れ
、
販
路
に

適
し
た
商
品
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
8
年
度
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
よ
う
に
展
示
会
等
へ
広
く
出
展
す
る
方
法

か
ら
、
販
売
先
を
絞
り
、
重
点
的
に
販
路
開

拓
を
行
う
形
で
事
業
を
展
開
し
て
い
く
方
針

で
す
。

町
道
１
４
３
号
線
　
道
路
改
良
事
業

（
現
場
調
査
）

　
旧
業
務
ス
ー
パ
ー
付
近
の
町
道
１
４
３
号

線
に
つ
い
て
、
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
全
面
通
行
止
め
の
期
間
を

で
き
る
だ
け
短
く
す
る
よ
う
、
片
側
交
互
通

行
な
ど
も
行
い
な
が
ら
工
事
を
行
う
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

津
嘉
山
公
園
整
備
事
業（
現
場
調
査
）

　
津
嘉
山
公
園
は
令
和
８
年
度
中
頃
の
供
用

開
始
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
園
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
の
選
定

に
つ
い
て
は
自
治
会
に
限
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、
民
間
事
業
者
や
団
体
な
ど
幅
広
く
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
公

園
を
地
域
の
交
流
や
居
場
所
づ
く
り
に
つ
な

が
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
公
園
内
に
設
置
す
る
遊
具
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
中
に
行
う
予
定
で
、
選
定

は
こ
れ
か
ら
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

経
済
教
育
常
任
委
員
会

問答

問答問答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
等
業
務
委
託

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
等
業
務
を
委

託
し
、
安
定
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

民
間
事
業
者
の
技
術
と
創
意
工
夫
を
活
用
し

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
、
効
率
的
な
業

務
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
人
数
や
経
費
、
効
果
に
つ
い
て
、
次
の
様

に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
委
員
会
の
審
議
の
中
で
、
恒
久
的
な
通
常

業
務
の
委
託
で
あ
る
た
め
、
慎
重
な
審
議
が

必
要
で
あ
る
等
、
委
員
か
ら
の
意
見
が
あ
り

留
意
事
項
を
つ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

留
意
事
項
の
詳
細

ふ
る
さ
と
寄
付
金
減
少
の
要
因
は

令
和
８
年
度
は
前
年
比
約
１
億
５
千
万
円

の
減
額
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
要
因
は
。

減
額
要
因
と
し
て
、
令
和
５
年
度
に
返

礼
品
に
対
す
る
考
え
方
が
厳
格
化
さ
れ
、
そ

の
中
で
送
料
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
本
町
に

お
い
て
は
送
料
が
大
き
い
マ
ン
ゴ
ー
や
ビ
ー

ル
な
ど
の
返
礼
品
が
多
い
た
め
、
そ
の
分
不

利
に
な
っ
て
し
ま
い
、
他
の
自
治
体
に
流
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

問答

■送料の大きい返礼品■

多目的
広場

多目的
広場

遊具
広場
遊具
広場

委託の効果
・待ち時間の短縮および平準化 ・問い合わせへの迅速対応
・説明のばらつき解消　　　　 ・再来庁の減少が期待されます

パーク
ゴルフ場

第６次総合計画
について

住民基本台帳班　窓口人員配置

マイナンバーカード
住民基本台帳

計
委託職員

合計

R7
６人
３人
９人
　
９人

R8
１人
６人
７人
３人以上
10人

経費の比較

業務体制
報酬等
委託料
超過勤務
人事管理、労務管理等

合計

R7
直営６人
2000万円
　

190万円　
900万円
3090万円

R8
委託３人以上
300万円（１人）
2600万円
抑制される

2900万円

委員会 レポート委員会 レポート 議案をより深く審査するため、必要な書類、資料を求め、
２つの所属委員会に分かれ、担当課へ質疑しました。
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教
育
長
・
人
事
・
給
食
セ
ン
タ
ー

陳
情
・
意
見
書
・
条
例

こども誰でも通園制度　本格開始
条例の制定・改正で何が変わるの？

陳情や意見書の結果教育長　賛成多数で可決

給食センターの今

　陳情・意見書の結果は以下の通りです。
議員から意見書第１号が提案されました。
意見書は全会一致で可決されました。

意見書を読み上げる
大城重太 議員

決議・意見書
全文はこちらから

　任期満了に伴い令和８年４月１日からの教育長として、　
知念功 氏が議会の同意を得て任命されました。　
賛否の状況は以下のとおりです。 

知念功 教育長

決
可

択
採

択
採

審議未了・・・ 審査をしても「採択・不採択」の結論が出せない場合

高額療養費制度の負担上限額引き上げ撤回をもとめる
陳情書

令和８年度社会福祉施策及び予算の充実について（陳情）

南風原町法人立保育園園長会からの陳情書

イランをめぐる軍事行動の即時停止と外交による平和解消
を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　提出先　：　内閣総理大臣　他

陳情第６号
（令和７年２月）

陳情第13号
（令和７年9月）

陳情第19号
（令和７年12月）

意見書第１号

※人権擁護委員とは、人権相談等を行う民間ボランティアです。本町では５名が活動しています。

給食センター調理の様子 水遊びをするこども達

　令和７年度より開始した、給食センターの調理等委託業務について、本会議や
委員会などで質疑が交わされました。委託業務実施後の現状をいくつかご紹介します。

・管理栄養士1名・ボイラー管理者1名の資格保有者が配置され、
　専門的な管理体制の強化が図られています。
・職員の欠員や休暇等が生じた場合でも、受託事業者により柔軟
　な人員対応が可能となりました。

・研修や教育の実施、社員登用による職
員のモチベーション向上、異物混入防止
に関する表彰制度などにより人材育成や
衛生管理体制の強化が図られています。

・受託事業者が運営する他の給食調理場
で発生した異物混入事例やヒヤリハット
事例の情報共有が行われ、未然防止対策
にも活用されています。　

R6 R7以降

24人 27人(+3)

令和７年度から実施していたこども誰でも通園制度が、令和８年度より本格的に開始されます。
利用には申請が必要となります。

：　生後６ヶ月から満３歳未満
：　月10時間
：　１時間あたり300円
：　８園実施予定

対 象 者
利 用 時 間
利用者負担金
実 施 予 定 園

詳しくはこちらから

審議
未了

議案第22号
南風原町教育委員会
教育長の任命について

議　案
江
津
奈
嶺
赤

念
知

　
信
富

き
ゆ
み
崎
浦

屋
照

　
士
仁

城
金

　
治
憲

城
大

　
太
勇

垣
石

　
志
大

文
洋
見
宜
大

崎
岡

　
　
晋

城
大

　
史
雅

佐
伊

　
恵
園

子
紀
多
銘
西

眞
當

　
春
嗣

城
大

　
太
重

城
玉

　
平
陽

果
結
の
決
採

－○○

○

○欠○

○

○○×○

○

○○決
可

人員体制について

人材育成・衛生管理
体制の強化

○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席　
－：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わっていません

人権擁護委員　全会一致で同意・適任

　田本 政子　　　伊井 智子

◇南風原町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例　等

委
員
会
で
の
質
疑
応
答

本
格
施
行
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
な

変
更
が
あ
り
ま
す
か
。

待
機
児
童
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
制

度
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

令
和
７
年
度
は
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
町

立
宮
平
保
育
所
や
一
部
の
認
可
保
育
園
も

実
施
予
定
で
す
。

保
育
園
の
職
員
か
ら
、
現
場
の
負

担
感
な
ど
を
聞
き
ま
す
。
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
か
。

保
育
士
の
負
担
感
と
い
う
の
は
実

証
実
験
の
と
き
か
ら
、
課
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
行
政
と
し
て
も
、

し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

問問 答答
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一
般
質
問

　大
城 

重
太
　議
員

一
般
質
問

　目
次

  

【一般質問とは】
　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

次のページから

問一般質
町政に考えを聞く

政策提言

8

1

民生部の再編
どう変わる

P11
大城 重太

窓口業務の
受付時間の短縮を
・町民が集えるカフェの併設を
・さくらねこ活動支援を問う

P13
大城 雅史

太陽光発電の
活用を
・新川地内、兼城地内の道路補修を
・ラーケーション導入を

P15
知念 富信

若年シングルマザーに
運転免許取得を
・不登校支援にメタバース
　空間の活用を

P17
浦崎 みゆき

音訳利用者をどう増やすか
・北丘ハイツ背面の地滑り
　対策工事を問う
・河川への土砂流入で
　上流域対策を問うP19

岡崎 晋

英検補助制度の
検討を求める
・健康増進室の機能強化を
・兼本ハイツ周辺歩道安全確保を

P21
西銘 多紀子

子どもの居場所
づくりに支援を
・指定管理導入の検討を
・災害福祉の取り組みを

P23
玉城 陽平

町政２期８年を町長
自身はどう評価するか

P12
照屋 仁士

本町のコミュニティ・
スクールの
目指している事は何か

P14
金城 憲治

下水道事業を問う

P16
石垣 大志

生命と財産を守る町長の
責務を問う
・会計年度任用職員の処遇を問う
・マイナンバー窓口業務の
　外部委託を問う P18

當眞 嗣春

「TKB４８」を
計画してほしい

P20
伊佐 園恵

給食に町内産野菜
消極的な理由は

P22
大宜見 洋文

民生部の再編
どう変わる
答　分かりやすく利用しやすくなる

大城 重太　議員

福
祉
に
関
す
る
民
生
部
を
再

編
す
る
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
を
福
祉
課

に
変
更
し
、
新
た
に
地
域
福
祉
班

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
町
民
か
ら

分
か
り
や
す
い
組
織
と
な
る
。
ま

た
、
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
な
が
る
。

職
員
配
置
も
庁
舎
２
階
に
、
児

童
、
障
が
い
、
高
齢
、
女
性
、
生

活
相
談
等
の
相
談
窓
口
を
集
約

し
、
併
せ
て
個
別
相
談
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
も
行
う
。

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
っ
た
目
的
や
役

割
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
の
相
談
や
、
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ

り
、
保
護
者
が
抱
え
る
様
々
な
悩

み
や
問
題
に
対
し
て
、
専
門
的
な

支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
機

会
が
増
え
る
か
と
想
定
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
育
児
に
関
す

る
悩
み
や
子
ど
も
と
の
接
し
方
、

発
達
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
員
の
相
談
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
子
育

て
に
対
す
る
見
通
し
や
自
信
を
得

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

個
別
相
談
ス
ペ
ー
ス
は
、
ど

う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

２
階
の
民
生
部
の
フ

ロ
ア
に
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
、
相
談
ブ
ー
ス
、
授

乳
室
を
設
け
る
。
さ
ら
に
は
、
母

子
保
健
関
係
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
会
議
室
や
、
子
ど
も
の
心

理
面
で
の
発
達
を
確
認
す
る
相
談

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
確
保
し
な
が

ら
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
目
指
し
て
い
る
。

２
階
に
福
祉
に
関
す
る
相
談

窓
口
が
集
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
親
子
三
世
代
で
相
談
に
訪
れ

る
こ
と
も
想
定
で
き
る
が
ど
う
か
。

子
育
て
期
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
三
世
代
等
を
含
め
て
し

っ
か
り
支
援
体
制
が
構
築
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り

町
民
の
皆
様
に
も
周
知
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問副
町
長

問こ
ど
も
課
長

問こ
ど
も
課
長

問こ
ど
も
課
長

■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
学
校
現
場
の
安
全
安
心
を
問
う

名称変更となった福祉課
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一
般
質
問

　大
城

　雅
史
　議
員

一
般
質
問

　照
屋 

仁
士
　議
員

町政２期８年を町長
自身はどう評価するか
答　 公約は達成できたと自負する

町政２期８年を町長
自身はどう評価するか
答　 公約は達成できたと自負する

照屋 仁士　議員

町
政
２
期
８
年
の
成
果
を
町
長

自
身
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

公
約
は
達
成
で
き
た
と
自

負
す
る
。

私
自
身
も
議
案
審
議
、
提
案

を
通
し
て
、
そ
の
一
助
を
果
た
し

て
き
た
。
町
政
が
引
き
継
が
れ
て

も
、
与
野
党
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
提

案
、
指
摘
等
に
は
丁
寧
に
対
応
し

て
ほ
し
い
が
町
長
は
ど
う
考
え
る

か
。

私
も
町
議
会
を
リ
ス
ペ
ク

ト
し
て
お
り
、
今
後
も
丁
寧
に
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
。

総
務
部
に
お
け
る
課
題
の
一

つ
に
、
自
治
会
加
入
率
を
は
じ

め
、
自
治
会
支
援
員
の
配
置
、
行

政
懇
談
会
の
改
善
、
事
務
委
託
の

増
額
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支

援
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
引
き
続
き
取
り
組
む
。

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る

人
口
に
つ
い
て
、
統
計
や
調
査
、

税
収
、
幸
福
度
な
ど
、
様
々
な
視

点
で
も
今
後
も
取
組
を
進
め
、
人

口
５
万
人
を
達
成
し
、
南
風
原
市

誕
生
へ
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
人
口
へ
の
対
応
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

経
済
建
設
部
に
お
け
る
津
嘉

山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
、
１
９
９
３
年(

平
成
５
年)

の

都
市
計
画
決
定
以
降
、
９
回
の
計

画
の
変
更
を
受
け
、
既
に
33
年
が

経
過
し
て
い
る
。
一
日
も
早
い
完
了

を
目
指
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

事
業
推
進
、
一
刻

も
早
く
終
わ
る
よ
う
努
め
る
。

53
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ

る
根
拠
に
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
計
画
の
遅
れ
も
そ
の
一
因
で

あ
る
。
広
く
町
民
の
理
解
を
得
る

努
力
を
重
ね
、
今
後
は
計
画
を
見

直
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

方
針
は
変
わ
ら
な

い
。

町
長
は
国
政
や
県
政
選
挙
に

お
い
て
、
国
政
与
党
、
政
党
、
候

補
者
を
応
援
さ
れ
、
理
由
と
し
て
、

南
風
原
町
の
町
益
、
支
援
を
受
け

る
た
め
と
認
識
を
す
る
。
否
定
は

し
な
い
が
、
解
釈
を
す
る
と
、
国

政
与
党
を
応
援
し
な
け
れ
ば
、
必

要
な
支
援
は
受
け
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
南
風
原
町
に
と
っ
て
は
不
利

益
が
生
ず
る
と
い
っ
た
考
え
な
の

か
。

町
益
を
優
先
す
る
に
は
、

政
権
与
党
を
応
援
す
る
姿
勢
が
必

須
で
あ
る
。

問

問

問

総
務
課
長

町
長

町
長

問問問 町
長

問

働
き
方
改
革
、
業
務
効
率
化

の
観
点
か
ら
窓
口
業
務
の
受
付

時
間
を
を
短
縮
し
、
事
務
処
理
時

間
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
が

ど
う
か
。事

務
処
理
時
間
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
や
業

務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
、
勤
務

時
間
内
に
事
務
処
理
等
が
完
結
で

き
る
よ
う
、
窓
口
受
付
時
間
の
見

直
し
も
含
め
分
析
し
、
検
討
し
て

い
く
。今

後
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
い
く
中

で
、
Ｄ
Ｘ
化
と
セ
ッ
ト
で
試
験
的

に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

Ｄ
Ｘ
推
進
班
を
中
心
に

行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
業
務

効
率
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
拡
充
や
窓
口

手
続
の
簡
素
化
が
進
む
こ
と
で
、

窓
口
業
務
の
対
応
も
省
力
化
し
て

い
く
と
考
え
る
。
今
後
、
窓
口
対

応
の
状
況
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

受
付
時
間
の
見
直
し
や
試
験
的
導

入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
民
が
集
え
る

カ
フ
ェ
の
併
設
を

庁
舎
内
に
住
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
情
報
交
換
、

待
ち
時
間
の
軽
減
の
為
、
カ
フ
ェ

の
併
設
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

来
庁
者
の
待
合
場
所
、

確
定
申
告
や
各
種
パ
ネ
ル
展
、
選

挙
の
投
票
場
所
等
、
様
々
な
ケ
ー

ス
で
使
用
し
て
お
り
、
常
設
の
カ

フ
ェ
設
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。

さ
く
ら
ね
こ
活
動

支
援
を
問
う

不
妊
施
術
を
行
っ
て
い
る
病

院
は
、
何
か
所
あ
る
か
。

問 窓
口
業
務
の

受
付
時
間
の
短
縮
を

大城　雅史　議員

答
　受
付
時
間
の
変
更
は
、
分
析
し
検
討
す
る

不
妊
施
術
の
協
力
動
物

病
院
の
登
録
数
は
、
沖
縄
県
内
に

14
か
所
あ
り
、
本
町
が
指
定
し
て

い
る
病
院
は
２
か
所
と
な
っ
て
い

る
。 

津
嘉
山
自
治
会
の
ほ
う
か

ら
、
職
員
が
猫
を
預
り
、
病
院
に

行
き
、
そ
れ
を
地
域
に
放
す
。
職

員
の
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

町
か
ら
近
く
に
行
け
る
病
院
が
あ

る
か
。

沖
縄
県
で
は
、
現

在
14
の
協
力
動
物
病
院
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
チ
ケ
ッ
ト
を
申
請
す

る
と
き
に
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
、
最
も
近
く
て
処
理
件
数

が
多
い
と
い
う
判
断
の
下
、
２
つ

の
病
院
を
指
定
し
て
い
る
。
14
の

協
力
動
物
病
院
の
ほ
う
で
は
、
南

風
原
町
の
病
院
は
な
く
、
近
く
の

西
原
町
、
浦
添
市
の
ほ
う
の
病
院

に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

副
町
長

問副
町
長

問副
町
長

問

問

副
町
長

■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
津
嘉
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
開
園
を
問
う

庁舎内カフェ　イメージ

企
画
財
政
課
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

住
民
環
境
課
長
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一
般
質
問

　知
念 

富
信
　議
員

一
般
質
問

　金
城 

憲
治
　議
員

太陽光発電の
活用を
答　設置の可能性を調査する

知念 富信　議員

役
場
駐
車
場
、
陸
上
競
技
場

に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
で

き
な
い
か
問
う
。

庁
舎
の
上
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
て
い
る
が
、
駐
車

場
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
狭
く
て
厳
し

い
。
歩
行
者
側
に
可
能
か
他
市
町

村
を
参
考
に
し
た
い
。

国
の
施
策
で
の
太
陽
光
発
電

の
公
共
事
業
へ
の
補
助
事
業
は
あ

る
か
。
補
助
率
を
問
う
。

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
導
入
を
支
援
す
る
制

度
は
、
地
域
脱
炭
素
移
行
、
再
エ

ネ
推
進
交
付
金
が
あ
り
、
補
助
率

は
50
％
で
あ
る
。

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

は
曇
り
な
ど
照
度
が
低
い
環
境
で

も
発
電
し
、
フ
ィ
ル
ム
型
は
特
に

軽
く
て
柔
ら
か
く
曲
げ
る
こ
と
も

で
き
る
。
ビ
ル
の
外
壁
や
湾
曲
し

た
場
所
に
も
設
置
可
能
、
主
原
料

も
日
本
産
出
の
原
料
で
従
来
の
物

よ
り
発
電
量
が
約
27
％
ア
ッ
プ
す

る
。
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

も
導
入
支
援
を
し
て
い
る
が
検
討

で
き
な
い
か
。

防
災
上
の
観
点
か
ら
、

様
々
な
災
害
に
対
し
て
太
陽
電
池

等
も
非
常
に
有
効
で
検
討
し
た
い
。

新
川
地
内
、
兼
城
地
内
の

道
路
補
修
を

新
川
公
園
か
ら
居
酒
屋
ま
で

の
道
路
で
側
溝
が
片
側
車
線
に
あ

り
、
ガ
タ
ガ
タ
音
が
し
て
付
近
住

民
か
ら
対
策
の
要
望
が
あ
る
。
早

め
の
対
応
が
で
き
な
い
か
問
う
。

側
溝
の
騒
音
対
策

を
行
っ
た
。
原
因
は
側
溝
の
蓋
と

側
溝
の
方
に
隙
間
が
あ
り
振
動
を

起
こ
し
て
い
た
の
で
、
金
属
プ

レ
ー
ト
で
く
さ
び
を
打
っ
て
動
か

な
い
よ
う
に
し
て
対
策
し
た
。
側

溝
と
民
地
の
部
分
は
地
権
者
と
対

策
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

新
川
居
酒
屋
周
辺
、
兼
城
赤

嶺
産
業
マ
ン
シ
ョ
ン
裏
も
道
路
に

く
ぼ
み
が
あ
り
、
補
修
の
要
望
が

あ
る
。
補
修
で
き
な
い
か
。

地
権
者
に
道

路
用
地
を
町
に
帰
属
で
き
な
け
れ

ば
、
所
有
者
の
方
で
適
切
な
維
持

管
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
を

小
中
学
生
が
家
族
で
過
ご
す

時
間
や
校
外
体
験
の
た
め
、
平
日

に
学
校
を
休
め
る
制
度
を
本
町
も

取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

４
月
１
日
か
ら
導
入

す
る
。
取
得
は
年
間
３
日
間
で
１

日
単
位
、
連
続
取
得
、
分
散
取
得

が
可
能
で
あ
る
。
学
校
行
事
や
テ

ス
ト
の
場
合
は
取
得
で
き
な
い
。

問問 副
町
長

副
町
長

問

問

問問

本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
目
的
は
何
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
学
校
と
保
護
者
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
学
校
運
営
に
積
極

的
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
と

学
校
が
教
育
目
標
を
共
有
し
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
形
で
学
校
運
営

協
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
か
。

学
校
運
営
の
基
本
方
針

や
承
認
、
学
校
運
営
に
関
す
る
課

題
解
決
に
対
す
る
意
見
の
反
映
を

行
う
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
定

期
的
に
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
導
入
し
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
か
。

今
年
度
は
立
ち
上
げ
の

た
め
効
果
の
検
証
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、
学
校
の
基
本
方
針
や
目
標
を

地
域
の
皆
様
と
共
有
し
議
論
す
る

こ
と
で
、
協
働
に
よ
る
学
校
づ
く

り
に
貢
献
で
き
た
。
今
後
は
学
校

運
営
や
業
務
の
課
題
に
対
す
る
具

体
的
な
解
決
策
を
検
討
し
た
い
。

学
校
運
営
協
議
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
方
々
か
。

委
員
構
成
と
し
て
、

P
T
A
役
員
や
自
治
会
長
、
青
年

会
、
老
人
会
、
児
童
民
生
委
員
、

地
域
の
伝
統
芸
能
代
表
者
な
ど
、

幅
広
い
委
員
を
選
任
し
て
い
る
。

こ
の
学
校
運
営
協
議
会
が
開

か
れ
た
場
合
、
議
事
録
等
の
開
示

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問問問

問

問

役場駐車場の歩道 学校運営協議会のしくみ

本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

目
指
し
て
い
る
事
は
何
か

金城 憲治　議員

答
　地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

　
　目
指
し
て
い
る

学
校
か
ら
、
会
議

を
開
催
し
た
後
は
教
育
委
員
会
の

方
に
会
議
の
報
告
書
を
提
出
し
て

頂
く
形
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
学
校
の
H
P
で
は
開

示
し
な
い
場
合
、
教
育
委
員
会
の

方
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
開
示

し
て
い
る
か
。現

時
点
で
は
、
公

開
の
ほ
う
は
ま
だ
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
。

近
隣
の
小
中
学
校
、
町
外
に

な
る
が
、
き
ち
ん
と
議
事
録
を
公

開
し
、
教
育
委
員
会
の
H
P
に
お

い
て
も
開
示
さ
れ
て
い
る
。
本
町

で
は
、
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

経
緯
も
あ
る
と
思
う
が
、
す
ご
く

見
え
づ
ら
く
、
今
後
き
ち
ん
と
改

善
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

公
開
の
方
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
先
行
で
実

施
さ
れ
て
い
る
南
星
中
学
校
の
も

の
も
参
考
に
、
公
開
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

都
市
整
備
課
長

学
校
教
育
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

学
校
教
育
課
長

総
務
課
長
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一
般
質
問
　
浦
崎 

み
ゆ
き
　
議
員

一
般
質
問
　
石
垣 

大
志
　
議
員

下水道事業を問う
答　人口普及率は69.6％である

石垣 大志　議員

本
町
の
下
水
道
事
業
（
汚
水
）

の
、
直
近
の
人
口
普
及
率
と
計
画

面
積
整
備
率
、
ま
た
、
未
整
備
区

域
の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

問
う
。

人
口
普
及
率
に
つ
い
て

は
6
9
・
6
％
、
計
画
面
積
整
備

率
は
5
2

・

6
％
と
な
っ
て
お
り

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
本
部
、

喜
屋
武
、
照
屋
、
津
嘉
山
地
区
完

了
後
に
大
名
、
新
川
地
区
を
整
備

予
定
で
あ
る
。

現
在
の
接
続
率
の
状
況
と
接

続
補
助
の
件
数
は
。

接
続
率
8
6

・

1
%
で
接
続
補
助
は
令
和
６
年
度

は
計
10
件
の
実
績
で
あ
る
。

接
続
補
助
は
、
国
の
予
算
活

用
で
の
実
施
か
。接

続
補
助
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
振
興
公
共
投
資
交
付

金
を
活
用
し
実
施
で
あ
る
。
し
か

し
地
方
創
生
汚
水
処
理
整
備
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
区
域
に

関
し
て
は
、
町
単
独
費
で
の
実
施

と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
振
興
拡
大
会
議
の
中
で

も
、
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
地
方

の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
中

で
、
県
の
回
答
は
、
沖
縄
振
興
予

算
の
財
源
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
方
創
生
汚
水
処
理
施

設
整
備
推
進
交
付
金
を
今
は
活
用

し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
交
付
金
を
活
用
し
て

ほ
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
接
続
補

助
が
対
象
外
で
町
単
独
で
負
担
し

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
国
県
が
し
っ
か
り
責
任
を
持
つ

べ
き
で
あ
り
、
地
方
の
声
を
今
後

も
粘
り
強
く
上
げ
続
け
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

確
か
に
下
水
道
を

整
備
し
て
接
続
率
が
上
が
ら
な
い

と
、
ど
う
し
て
も
運
営
が
成
り
立

っ
て
い
か
な
い
と
い
う
部
分
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
声
を
、
沖
縄

振
興
拡
大
会
議
に
て
盛
り
込
ん
で

い
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

今
回
、
一
般
質
問
４
点
。
国
、

県
に
対
し
要
請
を
求
め
る
が
ど
う

か
。

沖
縄
振
興
拡
大
会
議
に
は
各

市
町
村
長
が
参
加
し
て
お
り
、
事

前
に
南
風
原
町
の
課
題
や
要
望
事

項
を
整
理
し
た
上
で
、
町
の
要
望

と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
今
回
質

問
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
織
り
込
み
な
が
ら
要
請

し
て
い
く
。

問問 副
町
長

問

問

問町
長

本
町
の
若
年
の
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
所
帯
を
伺
う
。
ま
た
母
子
世

帯
の
推
移
の
方
は
ど
う
か
。

母
子
世
帯
数
は

5
7
7
世
帯
あ
り
34
歳
以
下
で
若

年
母
子
世
帯
は
2
4

・

4
％
で
あ

る
。
ま
た
推
移
は
28
年
度
と
の
比

較
は
、
92
名
増
加
し
て
い
る
。

他
の
市
町
村
で
免
許
取
得
助

成
が
行
わ
れ
て
い
る
所
は
あ
る
か
。

一
部
の
地
域
で
は
確

認
し
て
い
る
の
は
、
２
町
村
が
実

施
予
定
と
確
認
で
き
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
中

に
、
運
転
免
許
取
得
を
組
み
込
ん

だ
支
援
を
ぜ
ひ
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

母
子
世
帯
の
就
労
支

援
等
、
自
立
の
た
め
必
須
な
も
の

と
十
分
認
識
し
て
い
る
。
免
許
取

得
の
自
立
支
援
に
向
け
て
、
調
査

検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
考
え
で

あ
る
。

不
登
校
支
援
に
メ
タ
バ
ー

ス
空
間
の
活
用
を

本
町
の
不
登
校
生
徒
数
の
、

小
中
学
校
の
推
移
を
問
う
。

30
日
以
上
欠
席
し
た
児

童
生
徒
の
人
数
は
、
令
和
２
年
度

小
学
生
52
人
、
中
学
生
37
人
、
令

和
６
年
度
で
小
学
生
が
1
0
5
人
、

中
学
生
1
1
5
人
で
あ
る
。

心
の
教
室
相
談
員
の
配
置
人

員
と
、
対
応
し
た
人
数
を
問
う
。

心
の
教
室
相
談
員

は
各
学
校
に
１
名
配
置
し
、
令
和

６
年
度
の
相
談
は
小
学
校
で
児
童

が
延
べ
4
4
6
1
名
、
中
学
校
で

生
徒
6
1
1
名
に
対
応
し
た
。

問問問

問

下水道接続補助案内

若
年
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に

運
転
免
許
取
得
を

浦崎 みゆき　議員

答
　提
案
を
調
査
研
究
し
取
り
組
ん
で
い
く

登
校
支
援
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
実
績
を
問
う
。

登
校
支
援
員
は
各
学
校
、

心
の
教
室
相
談
員
が
行
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
は
無
い
。
支
援
利

用
者
は
令
和
６
年
度
、
小
学
校
で

延
べ
1
1
1
名
、
中
学
校
で
30
名

で
あ
る
。

登
校
支
援
員
さ
ん
が
数
多
く

い
れ
ば
、
も
っ
と
登
校
支
援
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

登
校
支
援
員
が
不

足
と
の
意
見
は
学
校
か
ら
は
伺
っ

て
な
い
。

仮
想
空
間
の
メ
タ
バ
ー
ス
の

支
援
は
、
ど
の
支
援
に
も
届
い
て

い
な
い
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
導

入
は
広
が
っ
て
お
り
学
習
・
相
談

支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ろ
い
ろ
取
り
組
み
の

ほ
う
は
考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

的
な
解
決
、
直
接
人
が
寄
り
添
っ

て
の
解
決
な
ど
多
々
あ
り
研
究
し

て
い
く
。

問 問問
■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
宮
平
地
区
の
内
水
氾
濫
対
策

　
に
つ
い
て
問
う

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　
に
つ
い
て

・
ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
防
犯
カ
メ

　
ラ
増
設
を

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

経
済
建
設
部
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

問

教
育
長
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一
般
質
問

　岡
崎 

晋
　議
員

一
般
質
問

　當
眞 

嗣
春
　議
員

音訳利用者を
どう増やすか           
答　関係者の意見を聞きながら
　　取り組んでいく

岡崎 晋　議員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
た

ん
ぽ
ぽ
は
来
年
に
発
足
30
周
年
を

迎
え
る
。
視
覚
障
害
者
用
に
広
報

は
え
ば
る
・
ち
む
ぐ
く
る
・
議
会

だ
よ
り
を
音
訳(

録
音)

し
作
成
す

る
C
D
の
利
用
者
、
毎
年
開
催
す

る
利
用
者
と
の
交
流
会
参
加
者
は

ず
っ
と
増
え
な
い
。
利
用
者
を
増

や
す
た
め
に
、
サ
ー
ク
ル
と
共
に

C
D
に
替
る
方
法
と
、
残
る

1
0
0
名
余
の
手
帳
交
付
者
へ
働

き
か
け
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。 

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
、
社
協
、
当
事
者
の
方
々
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
。

北
丘
ハ
イ
ツ
背
面
の

地
滑
り
対
策
工
事
を
問
う

県
に
よ
る
こ
の
工
事
は
い
つ

完
了
し
、
完
了
後
は
こ
の
斜
面
に

北
丘
ハ
イ
ツ
住
民
が
危
惧
す
る
施

設
等
の
建
設
が
可
能
と
な
る
か
。

斜
面
の
上
部
か
ら
の
圧
力
で
ハ
イ

ツ
側
の
側
溝
が
浮
上
が
り
、
新
川

側
で
は
町
道
の
ひ
び
割
れ
が
止
ま

ら
な
い
。

　
北
丘
ハ
イ
ツ
住
民
は
こ
の
計
画

を
認
め
な
い
よ
う
訴
え
て
き
た
。

本
町
は
こ
の
一
帯
を
緑
地
保
全
区

域
と
し
て
残
し
た
い
方
針
に
変
り

は
な
い
か
。

本
工
事
は
令

和
10
年
に
完
了
予
定
で
、
県
の
許

可
が
得
ら
れ
た
場
合
、
建
築
で
き

る
可
能
性
は
あ
る
。
本
町
の
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
森

と
緑
の
保
全
地
区
と
し
て
極
力

保
全
す
る
方
針
に
変
り
は
な
い
。

　
最
終
的
に
は
県
の
判
断
だ
が
、

地
域
住
民
の
不
安
解
消
の
観
点
か

ら
関
係
機
関
・
県
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

河
川
へ
の
土
砂
流
入
で

上
流
域
対
策
を
問
う

宮
平
川
で
は
浚
渫
後
間
も
な

く
草
が
繁
茂
す
る
土
砂
溜
ま
り
を

見
か
け
た
。
上
流
域
の
川
辺
で
は

殆
ど
土
砂
流
出
対
策
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
川
の
す
ぐ
傍
ま
で
重
機

で
耕
し
て
い
る
の
も
見
か
け
た
。

　
本
町
が
奨
励
す
る
土
砂
流
失
防

止
の
為
の
ベ
チ
バ
ー
植
付
等
の
対

策
を
農
家
の
皆
さ
ん
へ
啓
発
を
図

り
、
南
城
市
と
も
流
域
視
察
を
行

な
い
、
対
策
を
働
き
か
け
て
も
ら

い
た
い
が
ど
う
か
。

ベ
チ
バ
ー
植
付
の

た
め
の
補
助
を
し
て
お
り
、
こ
れ

を
さ
ら
に
告
知
・
充
実
さ
せ
る
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

南
城
市
と
は
情
報

共
有
・
協
議
を
し
て
い
る
。
現
地

を
一
緒
に
見
て
改
め
て
協
議
し
て

い
く
。

問問

問

問

世
界
が
注
目
し
た
首
脳
会
談

で
、
高
市
首
相
が
戦
争
を
仕
掛
け

た
張
本
人
を
平
和
の
使
者
と
称
え

た
こ
と
に
、
驚
き
と
怒
り
を
感
じ

て
い
る
。
高
市
首
相
の
発
言
は
、

国
際
法
が
求
め
る
立
場
に
も
国
民

の
意
思
に
も
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
も
は
や
日
本
国
民
の
代
表
と

は
言
え
な
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は

考
え
て
い
る
。
な
ぜ
高
市
政
権
を

赤
嶺
町
長
は
支
持
す
る
の
か
。
生

命
と
財
産
を
守
る
町
長
の
責
務
を

問
う
。町

益
の
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
政
権
与
党
を
応
援
し
た
ほ
う

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
私

の
思
い
で
あ
る
。
平
和
的
な
解
決

策
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
を
問
う
 
 

 

直
近
の
正
規
職
員
と
非
正
規

職
員
の
人
数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
８
年
３
月
１
日
時

点
に
お
け
る
正
規
職
員
数
は

2
3
4
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員

数
は
3
7
9
人
で
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
離
職

者
数
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
７
年
３
月
末
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
離
職
者
数
は

89
人
で
、
任
期
満
了
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入
に
向
け
た
事
務
処
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
第
２
版
）
」
の
改
正

に
つ
い
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
問

う
。

初
任
給
基
準
額
の
上
限

を
設
け
る
必
要
は
な
く
、
職
務
内

容
や
責
任
の
程
度
を
踏
ま
え
、
各

自
治
体
が
適
切
に
判
断
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

問

問

CD利用者とたんぽぽの交流会で防災グッズを体験 様々な方が働く役場

生
命
と
財
産
を
守
る
町
長
の

責
務
を
問
う

當眞 嗣春　議員

答
　平
和
的
な
解
決
策
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
業
務

の
外
部
委
託
を
問
う

契
約
額
と
そ
の
内
訳
、
国
の

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

契
約
額
は
2
0
4
万

5
0
0
円
、
内
訳
項
目
は
「
人
件

費
と
一
般
経
費
」
と
な
っ
て
お

り
、
全
額
国
か
ら
の
補
助
で
あ

る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

随
意
契
約
締
結
で
事
業
実
施
し
て

よ
し
と
す
る
規
定
を
問
う
。

本
契
約
は
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
1
6
7
条
の
２
第
１

項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
く
随
意

契
約
と
な
っ
て
い
る
。

審
査
委
員
会
の
構
成
・
審
査

の
内
容
等
に
つ
い
て
問
う
。

委
員
は
総
務
課
長
、
税

務
課
長
、
企
画
財
政
課
長
、
住
民

環
境
課
長
。
審
査
内
容
は
、
業
務

の
実
施
体
制
や
実
施
方
法
、
全
体

の
事
業
運
営
内
容
等
の
７
項
目
の

基
準
に
基
づ
く
総
合
評
価
を
行
っ

て
い
る
。

問 問副
町
長

副
町
長

副
町
長

問 問

町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

保
健
福
祉
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

都
市
整
備
課
長

問
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一
般
質
問

　西
銘 

多
紀
子
　議
員

一
般
質
問

　伊
佐 

園
恵
　議
員

｢TKB48｣を
計画してほしい
答　連携をはかり調査する

伊佐 園恵　議員

女
性
に
も
み
ん
な
に
優
し
い

防
災
、
避
難
所
は
命
だ
け
で
な
く

健
康
と
尊
厳
を
守
る
場
所
で
あ
る
。

①
体
の
悩
み
が
相
談
で
き
な
い

②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

③
安
全
・
性
犯
罪

④
家
事
を
女
性
が
全
て
行
う
等
、

地
域
の
昔
な
が
ら
の
価
値
観
が
能

登
半
島
地
震
で
課
題
に
な
っ
た
。 

　
災
害
が
起
き
る
前
に
問
題
の
予

防
策
を
考
え
る
事
前
設
計
が
必
要

と
考
え
る
、
本
町
で
は
そ
れ
ら
の

対
策
に
ど
の
よ
う
な
準
備
が
さ
れ

て
い
る
か
。避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
中
で
あ
る
。

　
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
等
、
分
か
り
や
す

く
示
せ
る
よ
う
調
査
研
究
し
対
策

に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
く
。

①
〜
④
の
４
点
は
、
「
R
６

年
度
能
登
半
島
地
震
で
の
女
性
の

経
験
と
思
い
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
」
で
あ
る
。
前
向
き
な
調

査
研
究
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

議
員
提
案
に
つ
い
て
も

前
向
き
に
調
査
研
究
し
、
可
能
な

限
り
反
映
で
き
る
よ
う
務
め
る
。

イ
タ
リ
ア
の
仕
組
み
を
モ
デ

ル
に
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」
48
時
間
以
内

に
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

ベ
ッ
ド
の
設
置
で
き
る
よ
う
計
画

し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

災
害
時
に
は
ト
イ
レ
等

の
整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
間
事
業
者
と
災
害
協
定
を

締
結
し
、
ト
イ
レ
の
設
置
さ
れ
た

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
や
移
動
式
木
造

施
設
等
を
供
給
で
き
る
よ
う
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

　
議
員
提
案
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

の
内
容
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い

く
。

男
性
で
も
い
ろ
い
ろ
な
方
が

い
る
よ
う
に
、
女
性
で
も
い
ろ
い

ろ
な
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
女
性
は
、
育
児
や
介
護

の
経
験
身
が
身
近
で
あ
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

で
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
考
え
る
。

　
要
す
る
に
、
女
性
が
発
言
し
や
す

い
雰
囲
気
が
で
き
る
か
、
つ
く
れ
る

か
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
R
８
年

度
新
設
の
防
災
対
策
班
の
人
数
と
男

女
比
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

新
設
の
防
災
対
策
班
は

男
性
２
人
で
あ
る
。  
 

問

問

問

問 総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

英
検
受
験
率
は
約
88
％
と
高

水
準
で
あ
る
一
方
、
本
町
に
は
検

定
料
補
助
制
度
が
な
い
。
学
習
意

欲
の
向
上
や
保
護
者
負
担
軽
減
の

観
点
か
ら
、
制
度
導
入
の
必
要
性

と
具
体
的
な
時
期
・
方
向
性
に
つ

い
て
問
う
。

英
検
補
助
は
地
域

振
興
協
会
の
財
源
活
用
を
想
定

し
、
学
校
と
の
調
整
や
事
務
手
続

の
整
理
を
進
め
る
。
令
和
９
年
度

に
向
け
制
度
導
入
を
検
討
す
る
。

小
学
生
の
約
８
割
が
異
文
化

交
流
に
意
欲
的
で
あ
る
一
方
、
中

学
校
英
語
は
県
平
均
を
下
回
り
、

特
に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
に
課
題
が

あ
る
。
小
学
校
で
到
達
度
が
把
握

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
中
学
校

で
の
学
力
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る

可
能
性
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力

に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
Ｊ
Ｔ
Ｅ
を
配
置
し

て
い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は

県
に
比
べ
低
い
状
況
で
あ
り
、
今

後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
含
め
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

健
康
増
進
室
の

機
能
強
化
を

健
康
増
進
室
で
は
、
器
具
の

故
障
や
撤
去
に
よ
り
台
数
が
減
少

し
、
利
用
者
が
順
番
待
ち
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、
利
用
環
境
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。
設
備
が
不
十
分
と
の
不
満

の
声
も
多
く
聞
か
れ
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
十
分
応
え
ら
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
状
況
で
は
な
い
か
。
健

康
寿
命
延
伸
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
も
含
め
、
現
状
認
識
と
今

後
の
改
善
に
つ
い
て
問
う
。

問問

問

健康増進室の様子（ちむぐくる館） みんなで減災（内閣府HPより）

英
検
補
助
制
度
の

検
討
を
求
め
る

西銘 多紀子　議員

答
　令
和
９
年
度
に
向
け
検
討
す
る

器
具
は
更
新
を
進
め
現

在
21
台
を
設
置
し
て
お
り
、
課
題

は
認
識
し
て
い
る
。
健
康
増
進
室

は
介
護
予
防
等
の
拠
点
と
し
て
機

能
強
化
を
図
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
環
境
整
備
を
進
め

る
。
利
用
し
や
す
さ
を
重
視
し
、

現
時
点
で
有
料
化
は
行
わ
な
い
。

兼
本
ハ
イ
ツ
周
辺
歩
道

安
全
確
保
を

兼
本
ハ
イ
ツ
集
会
所
周
辺
の

歩
道
は
段
差
や
急
な
勾
配
に
よ
り

高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
が
通
行
し

づ
ら
く
、
転
倒
も
発
生
し
て
い

た
。
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
工
事

内
容
、
安
全
対
策
を
問
う
。

危
険
箇
所
を
掘
削

し
勾
配
を
緩
や
か
に
し
た
後
、
舗

装
を
実
施
し
、
安
全
性
の
向
上
を

図
っ
た
。

問 副
町
長

■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
畜
産
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い 

　
て
問
う

・
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
情
報

　
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
問
う

■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
子
ど
も
の
権
利
の
周
知
を

・
学
校
施
設
に
つ
い
て

学
校
教
育
課
長

統
括
指
導
主
事

都
市
整
備
課
長
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一
般
質
問

　玉
城 

陽
平
　議
員

一
般
質
問

　大
宜
見 

洋
文
　議
員

子どもの居場所
づくりに支援を
答　本町にあう形で検討して取り組む

玉城 陽平　議員

待
機
学
童
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

R
8
で
合
計
56
名
と

な
り
、
今
後
は
津
嘉
山
小
校
区
で

１
施
設
の
新
設
を
予
定
し
て
い
る
。

地
域
に
受
け
皿
と
な
る
子
ど

も
の
居
場
所
が
豊
富
に
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
地
域
福
祉
的
な
観

点
か
ら
考
え
る
。
国
の
指
針
も
で

て
お
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
な
ど
、
活
用
で
き
る
事
業
も
あ

る
。
支
援
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

目
の
前
の
学
童
の
待

機
児
童
の
解
決
に
取
り
組
み
つ

つ
、
調
査
研
究
し
て
本
町
に
あ
っ

た
形
を
検
討
し
て
や
っ
て
い
く
。

指
定
管
理
導
入
の
検
討
を

都
市
公
園
、
児
童
館
で
の
指

定
管
理
の
導
入
を
検
討
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

両
者
に
お
い
て
意
義
の
あ

る
も
の
だ
。

都
市
公
園
に
お
い
て
は
、

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を

導
入
し
、
町
と
し
て
の
公
園
の
経

営
方
針
を
民
間
と
共
有
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

有
効
な
手
法
で
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。
　

児
童
館
に
つ
い
て
、
R
4
に

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
改
訂
さ
れ
、

子
ど
も
の
権
利
、
中
高
生
の
利
用

拡
大
な
ど
、
新
し
い
形
が
求
め
ら

れ
る
。
議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

4
館
中
1
館
で
の
導

入
を
目
指
し
調
査
研
究
し
て
い

く
。
H
30
に
条
例
改
正
も
行
な
っ

た
が
、
財
政
面
等
の
課
題
で
断
念

し
た
。
現
在
は
施
設
面
の
整
備
を

進
め
て
お
り
、
検
討
を
進
め
て
い

く
。

災
害
福
祉
の
取
り
組
み
を

災
害
時
の
要
支
援
者
の
個
別

避
難
計
画
の
策
定
状
況
は
。

約
0.9
%
で
58
人
で
あ
る
。

R
8
よ
り
防
災
対
策
班
で
名
簿
の

整
備
を
し
て
い
く
。

福
祉
避
難
所
の
ほ
と
ん
ど
が

児
童
福
祉
施
設
で
あ
る
。
利
用
が

想
定
さ
れ
る
方
々
に
合
わ
せ
て
多

様
な
福
祉
施
設
で
の
整
備
を
求
め

る
が
ど
う
か
。

町
内
の
福
祉
施
設
等
に
依

頼
を
行
い
、
協
定
締
結
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問問 こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

問問問

問

地
元
産
が
採
用
さ
れ
て
い
る

量
と
割
合
は
。

お
か
ず
の
み
の
品
目
で

把
握
が
で
き
て
い
る
割
合
は
、
金

額
ベ
ー
ス
で
令
和
４
年
0
・

5
4
％
、
令
和
５
年
0
・

5
5
％
、
令
和
６
年
0.9
％
、
品
目

ベ
ー
ス
で
令
和
４
年
が
５
品
目
、

令
和
５
年
が
４
品
目
、
令
和
６
年

４
品
目
、
重
量
ベ
ー
ス
で
令
和
４

年
1
・
0
8
％
、
令
和
５
年
0
・

7
5
％
、
令
和
６
年
0
・
9
4
％

で
あ
る
。

町
内
の
全
て
の
農
家
と
強
い

連
携
で
進
め
る
必
要
を
感
じ
る
が

ど
う
か
。町

内
の
農
家
、
Ｊ
Ａ
職
員
、

産
業
振
興
課
、
教
育
総
務
課
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
栄
養
士
で
話

合
い
、
地
産
地
消
の
推
進
に
向
け

て
し
っ
か
り
進
ん
で
い
る
。

12
月
定
例
会
で
赤
嶺
町
長
か

ら
、
学
校
給
食
を
目
的
と
し
て
計

画
栽
培
す
る
必
要
性
も
今
後
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
ど
う

か
。

去
年
の
デ
ー
タ
や
献
立

を
見
た
上
で
計
画
的
に
い
け
る
と

Ｊ
Ａ
か
ら
確
認
を
得
て
い
る
。

計
画
栽
培
に
向
け
た
ほ
う
が

い
い
。
し
か
し
夏
休
み
に
入
っ
て

し
ま
う
と
行
き
場
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。
一
人
で

大
量
に
作
る
の
で
は
な
く
、
小
さ

い
農
家
も
ま
と
め
て
作
っ
て
、
少

し
ず
つ
集
め
て
リ
ス
ク
を
減
ら
し

て
い
く
形
を
取
り
つ
つ
、
夏
休
み

の
間
の
行
き
先
を
町
内
で
保
育

園
・
幼
稚
園
、
長
期
の
休
暇
が
な

い
と
こ
ろ
へ
の
ニ
ー
ズ
、
こ
の
辺

も
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
が
ど
う
か
。

農
家
の
負
担
に
な
ら
な
い

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。
も
し

過
剰
に
な
っ
た
場
合
は
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
十
分
販
売

で
き
る
。

給
食
に
町
内
産
野
菜
利
用
へ

消
極
的
な
理
由
は
何
か
。
栽
培
が

容
易
な
島
野
菜
か
ら
始
め
た
ら
い

い
の
で
は
な
い
か
。

問

問

問

■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成

　
を
問
う

・
金
融
教
育
・
お
金
の
教
育
を

　
問
う

・
困
難
な
状
況
の
妊
産
婦
・
母

　
子
へ
の
支
援
を
問
う

子どもの居場所のイメージ

給
食
に
町
内
産
野
菜

消
極
的
な
理
由
は 

大宜見 洋文　議員

答
　食
材
を
変
え
る
の
は
慎
重
に
考
え
る

ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
の
場
合
、

例
え
ば
茎
の
部
分
が
硬
け
れ
ば
茎

の
部
分
を
剪
定
し
た
り
、
茎
を
柔

ら
か
く
す
る
た
め
の
作
業
に
時
間

が
取
ら
れ
て
調
理
時
間
が
長
く
な

る
。
長
く
な
る
こ
と
で
、
調
理
員

の
作
業
で
焦
り
が
生
じ
て
ミ
ス
が

出
な
い
か
。
使
っ
て
い
る
食
材
を

別
の
も
の
に
変
え
る
の
は
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
長

問 問教
育
長

教
育
長

町
長

問 町
長

町
長

町
長

教
育
長

都
市
整
備
課
長

■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
赤
嶺
町
長
の
２
期
8
年
の
町

　
政
運
営
の
実
績
と
こ
れ
か
ら

　
の
課
題
を
問
う

・
次
期
町
長
へ
の
後
継
候
補
に

　
つ
い
て

・
本
町
の
公
共
交
通
政
策
に
　

　
M
a
a
s
本
来
の
意
識
が
必

　
要
で
は
な
い
か

ツルムラサキのヒミツ


